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日向市 上下水道局 下水道課

令和５年８月２２日

資料.１
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対応策

人口減少等、社会情勢が大きく変化する中、

従来通りの取り組みでは、

将来の下水道事業の持続性を保つことは困難
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全体計画区域（旧）：

     下水道 ⇒ 浄化槽へ

　      変更となる区域　▲506ha

全体計画区域（新）：

   引き続き下水道の区域 875ha ↓

梶木処理分区

亀崎処理分区

富高処理分区

中原処理分区

財光寺処理分区

細島処理分区
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敷地内配管工事費

敷地内配管工事費

受益者負担

浄化槽本体価格 ＋ 浄化槽設置工事費

24万円9.1万円

24万円73万円

43万円 54万円

33万円

差額21万円



5

下水道の場合（４人家族：２０ｍ３/月使用時）

　　基本料金550円＋使用量2,200円＝2,750円/月

合併浄化槽の場合（5人槽～10人槽）

　　　保守点検    9,900円

　   清掃料  　 28,000円　
　　　　

              ※下水道は使用水量に応じて維持費用が増減します。

37,900円/年　約3,150円/月

市町村
転換補助金（千円） 宅内配管

補助金
撤去費用

維持管理
費用5人槽 7人槽 10人槽

日向市 332 414 548 100 ― ―

熊本県
熊本市

444 486 585 300
120（単独）

90（汲み取り）
―

山口県
宇部市

332 414 548 300
単独撤去

のみ

120
単独撤去

のみ
―

福岡県
久留米市

332 414 548 300 90 10,000円/年
（5年間）

長崎県
雲仙市

332 414 548 ― ―
清掃費用

12千円/年
定期検査

5千～7千円/年

国の補助
基準額

332 414 548 300
120（単独）

90（汲み取り）

■下水道全体計画を縮小した区域につい
ては上記補助金に一定の割り増し
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【国の方針】

 目標年次までに汚水処理施設に対する整備を完了させる。

 汚水処理施設整備の完了が見込まれない場合は、区域の見
直しを図る。

　下水道整備には多額の国庫補助金を活用して進めて
いますが、令和９年度以降の整備に係る国庫補助金は
不透明となっています。

（１０年概成）

　汚水処理の在り方を見直すにあたり、第三次宮崎県生活排水対策総合基
本計画(R3.3策定)の目標年次に合わせて、令和12年（2030年）において
、本市の汚水処理人口普及率を92.7％に引き上げることを目指す。

　
現況 慨成年度 目標年度 推定値

備考
R4度末 R8 R12 R17 R22 R27

行政人口① 59,000 56,800 54,600 51,700 48,600 45,500 　

下水道全体計画
区域人口(人)②

公共 34,800 32,120 31,080 29,660 28,150 26,600 　

整備人口(人)
③

公共
34,040 32,120 31,080 29,660 28,150 26,600 　

（57.7%）（56.5%）（56.9%）（57.4%）（57.9%）（58.5%）　

農集
2,420 2,140 1,990 1,840 1,640 1,470 　

（4.1%） （3.8%） （3.6%） （3.6%） （3.4%） （3.2%）　

浄化槽
14,430 16,390 17,550 18,670 18,810 17,430 　185件/年

（24.5%）（28.9%）（32.1%）（36.1%）（38.7%）（38.3%）　2.1人/世帯

計 50,890 50,650 50,620 50,170 48,600 45,500 　

下水道整備進捗率
④＝③／②

公共 97.8% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%　

汚水処理人口普及率
⑤＝③／①

86.3% 89.2% 92.7% 97.0% 100.0% 100.0%　

宮崎県全体
汚水処理人口普及率

89.1% 92.1% 95.0%　 　 　 　
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日　時 閲覧場所 件　数

7／18（火）

7／31（月）

市のホームページ
市役所下水道課
各支所窓口（４ヶ所）

０件

日　時 会　場 参加人数

7／18（火） 19時～ 切島山一区公民館 ８人

7／20（木） 19時～ 中央公民館 第４研修室 １人

7／25（火） 19時～ 梶木公民館 ４人

7／27（木） 19時～ 幡浦公民館 １５人

合　計 ２８人

～
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意見等 市の見解

現在要望している土地区画整理事業が実施さ
れれば、下水道も整備されると思っていた。

土地区画整理事業と下水道整備が一体で整備
されるものではない。

雨水対策が喫緊の地域課題である。土地区画
整理事業の要望、貯水池整備等、引き続き検
討をお願いしたい。

今できることを実行しながら、今後もまちづ
くりの協議の場で意見交換をしていきたい。

仮に梶木地区に公共下水道を整備した場合、
処理をするのは浄化センターになるのか。そ
こまで下水管を繋げられるのか。河川等もあ
るため、工事が大規模になるかと思われる。

中継ポンプ場を梶木地区にも整備し圧送する
ことになるため、相当な規模の事業費になる
ことが見込まれる。

意見等 市の見解

合併浄化槽の維持管理費にかかる個人負担の
補助等の検討はないのか。

維持管理費についての補助は現時点では考え
ていない。維持管理費と下水道使用料金との
差額の観点では、下水道使用料金の改定に向
けて検討を進めている。

災害に遭った際、合併浄化槽においては補修
等が個人負担になる。下水道は市が行うとな
ると、さらに個人負担は大きくなると思われ
る。そのあたりも含めたシミュレーションは
できないか。

下水道においては、管の継ぎ目等のズレや処
理施設が被害を受けるなど、大規模な災害と
なると考えられる。シミュレーションに関し
ては、長期的な視点での検証が必要だと思わ
れるため、有無を含め検討していきたい。

転換補助があるということだが、単独槽等を
撤去する費用は補助が無いのか。

現行の制度としては無い。国の基準では補助
があるため、拡充を含め検討していきたい。

合併浄化槽は、更新が必要であったり、維持
費がかかる。転換補助だけではなく、維持費
や更新費についての補助も考えてほしい。

合併浄化槽の更新等についても、委員会にお
いて検討していきたい。

下水道と合併浄化槽では、維持管理費の面で
格差が生じるのではないか。

下水道処理区と合併浄化槽区域との地域間格
差は、検討委員会でも話に挙がっており、
しっかりと検討していきたい。
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意見等 市の見解

合併浄化槽への転換のタイミングはいつなの
か。強制的なものなのか。

費用負担も大きく、各家庭の事情もあるため、
それぞれのタイミングにはなるが、市として
は転換のお願いを今後もさせていただく。

合併浄化槽はしっかり維持管理されないと効
果が出ない。市民の環境意識への向上が大事
であり、適切な維持管理を行う必要がある。

合併浄化槽が正常に機能するには、適切な維
持管理が必要であるため、啓発等により市民
意識の醸成を図っていきたい。

合併浄化槽の転換を促進するのであれば、排
水先の側溝整備が重要である。
下水道を整備しなくなるのであれば、排水先
の側溝や道路の整備等に関して、市道、県道、
臨港道路などの管理者との連携が必要と思わ
れる。

排水先の確認、必要な整備という視点をもっ
て、他部署とも連携していきたい。
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■ 大王谷学園中等部
■ 大王谷学園初等部

■ 大王谷運動公園

■ 日向なないろ保育園

■ 日向市駅

■ 和田病院

■ 日向保健所

庄手公民館 ■ 

■ ホテルAZ
庄手川

プリエール日向 ■

■ 大王谷学園中等部
■ 大王谷学園初等部

■ 大王谷運動公園

■ 日向なないろ保育園

■ 日向市駅

■ 和田病院

■ 日向保健所

庄手公民館 ■ 

■ ホテルAZ
庄手川

プリエール日向 ■
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全体計画区域（旧）：

     下水道 ⇒ 浄化槽へ

　　　　　　　　　　▲504ha　      

　　変更となる区域　▲506ha

全体計画区域（新）：

               877ha

  引き続き下水道の区域 875ha

                     ↓

梶木処理分区

亀崎処理分区

富高処理分区

中原処理分区

財光寺処理分区

細島処理分区
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１．日向市の下水道事業の現状と課題

２．委員会としての提言

   　提言１ 公共下水道整備区域の見直しについて

     提言２ 公共下水道整備区域の見直しに併せての

               合併処理浄化槽の転換促進について

     提言３ 公共下水道と合併処理浄化槽の初期費用

               にかかる差額の軽減策
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令和５年２月２７日　　　第１回 下水道事業検討委員会

令和５年５月２２日　　　第２回 下水道事業検討委員会

令和５年７月１８日　　　市民説明会、パブリックコメント実施

　　　～７月３１日　　　　（４会場）

令和５年８月２２日(火)　第３回 下水道事業検討委員会

　

令和５年１０月１０日(火)　第４回 下水道事業検討委員会（最終）

　　

令和６年３月中　　　　　　都市計画決定（下水道）の変更

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　・下水道事業の課題、市の方向性

　　　　　　　　　　　　・全体計画見直し素案

　　　　　　　　　　　　・市民説明会結果報告

　　　　　　　　　　　　・全体計画見直し修正案

　　　　　　　　　　　　・市への提言書（案）の確認

　　　　　　　　　　　　・市への提言書提出　

　　　　　　　　　　　　・市長との意見交換

ご清聴ありがとう
　　　　ございました


